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　毎年、五
ご う ん

蘊書道会の主催で開催されている新春
書き初め大会。今年で 30 回目を数える今大会には、
保育園児から大人まで 15 人が参加し、自慢の筆使
いを競い合った。
　書き初めの起源は平安時代の宮中行事にあり、江
戸時代の寺子屋の普及により庶民に広まった習慣と
されており、書道が上達すると言い伝えられている。
　何事も「初め」が大事。参加者たちは力強く筆
を走らせ、新年の幕開けに華を添えた。
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五
戸
町
長

　

三　

浦　

正　

名

　

皆
様
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
全
国
各
地
で
大
き
な
災
害
が

相
次
ぎ
ま
し
た
。
集
中
豪
雨
・
台
風
・
地

震
に
よ
り
、
多
く
の
犠
牲
者
や
被
災
者
を

も
た
ら
し
、
防
災
に
つ
い
て
改
め
て
考
え

さ
せ
ら
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
五
戸
町

は
幸
い
に
も
大
き
な
災
害
は
な
く
、
農
作

物
の
収
穫
も
全
体
的
に
は
、
ま
ず
ま
ず
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
安
堵
し
て
お
り
ま
す
。

　

懸
案
で
あ
り
ま
し
た
「
ご
の
へ
郷
土

館
」
や
「
新
五
戸
消
防
署
」
も
完
成
し
、

そ
れ
ぞ
れ
五
戸
町
の
文
化
の
伝
承
、
防
災

の
要
と
し
て
の
役
割
を
十
分
果
た
す
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

三
月
に
は
、
五
戸
高
等
学
校
の
存
続
問

題
に
つ
い
て
最
終
結
論
を
出
す
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
県
立
と
し
て
の
存
続
は
既
に

県
教
育
委
員
会
か
ら
不
可
能
と
通
告
を
受

け
た
の
で
す
が
、
町
立
あ
る
い
は
私
立
で

の
可
能
性
を
調
査
研
究
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
複
数
の
私
立
高
校
か
ら
は
、
い
ず

れ
も
色
好
い
返
事
は
な
く
、
町
立
と
し
て

は
町
の
財
政
負
担
が
あ
ま
り
に
も
過
大
で

断
念
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
誠
に

痛
恨
の
極
み
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
今
年
の
五
戸
町
の
主
な
事
業
で
あ

り
ま
す
が
、
ま
ず
は
小
中
学
校
の
普
通
教

室
と
保
健
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
ま

す
。
こ
れ
は
安
倍
総
理
大
臣
の
肝
い
り
で

補
正
予
算
を
確
保
し
た
も
の
で
、
災
害
と

も
い
え
る
最
近
の
猛
暑
に
対
処
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

農
地
の
集
積
・
集
約
化
で
は
、
下
平
谷

地
地
区
の
耕
作
放
棄
地
の
畑
地
化
の
着

手
、
粒
ヶ
谷
地
地
区
の
ほ
場
整
備
事
業
の

東
側
の
工
事
着
手
で
あ
り
ま
す
。

　

農
道
等
の
整
備
で
は
、
五
戸
東
地
区
中

山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
の
着
工
、
地
蔵

平
地
区
の
園
芸
試
験
場
線
の
着
工
で
あ
り

ま
す
。

　

下
水
処
理
の
関
係
で
は
、
市
町
村
設
置

型
合
併
処
理
浄
化
槽
導
入
の
検
討
に
入
り

ま
す
。
人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
公
共
下

水
道
の
推
進
は
費
用
対
効
果
の
点
で
問
題

が
あ
り
、
別
の
方
策
を
探
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
第
二
次
五
戸
町
総
合
振
興
計

画
の
後
期
基
本
計
画
を
策
定
す
る
た
め
内

容
の
見
直
し
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
時
を

同
じ
く
し
て
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
の
次
期
総
合
戦
略
の
策
定

の
検
討
に
入
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
町
政
の
課
題
は
山
積
し
て

お
り
、
そ
れ
に
加
え
、
近
い
将
来
、
老
朽

化
し
た
公
共
施
設
、
例
え
ば
小
中
学
校
の

校
舎
、
橋
梁
・
公
民
館
等
の
長
寿
命
化
・

大
規
模
修
繕
に
多
額
の
費
用
が
必
要
と
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
現
在
の
町
財
政
は
健
全

と
は
い
え
、
今
後
も
効
率
的
な
財
政
運
営

を
心
掛
け
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

結
び
に
、
今
年
一
年
が
皆
様
に
と
り
ま

し
て
明
る
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
し
て
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

新
年
の

 
ご
あ
い
さ
つ
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町
で
は
「
平
成
31
年
五
戸
町
表

彰
式
」
を
１
月
４
日
、
町
立
公
民

館
で
行
い
ま
し
た
。

　

町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
功
労

章
・
善
行
章
は
、
各
分
野
に
お
い

て
町
政
発
展
に
寄
与
し
た
人
や
、

町
民
の
模
範
と
な
る
活
動
を
し

た
人
な
ど
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、 

今
回
は
功
労
章
2
名
、
善
行
章
9

名
、
感
謝
状
６
名
が
受
章
さ
れ
、

三
浦
正
名
町
長
か
ら
表
彰
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

五
戸
町
表
彰
式

公
共
に
尽
く
し
た
方
々
を
表
彰

受章者の皆さん、おめでとうございます。

平成 31年五戸町表彰式受章者（敬称略）
■功労章

氏名（年齢） 功績 氏名（年齢） 功績

江 渡 　 庸（87 歳）多年にわたり、日本舞踊家として文化の
振興発展に貢献〔H30.11.15 青森県褒賞〕 太 田 　 和 夫（69 歳）多年にわたり、納税貯蓄組合会計とし

て、納税思想の普及高揚に貢献

■善行章
氏名（年齢） 功績 氏名（年齢） 功績

新井山　嘉雄（75 歳）多年にわたり、納税貯蓄組合長として、
納税思想の普及高揚に寄与 丸 山 　 一（75 歳）多年にわたり、納税貯蓄組合長として、

納税思想の普及高揚に寄与

鳥谷部　清二（82 歳）多年にわたり、納税貯蓄組合長として、
納税思想の普及高揚に寄与 三 浦 　 す み（72 歳）多年にわたり、保健協力員として、地域住

民の健康保持増進と衛生思想の普及に寄与

櫻井　由美子（71 歳）多年にわたり、保健協力員として、地域住
民の健康保持増進と衛生思想の普及に寄与 三 浦 　 浩 子（58 歳）多年にわたり、保健協力員として、地域住

民の健康保持増進と衛生思想の普及に寄与

小 泉 　 禮 子（74 歳）多年にわたり、食生活改善推進委員とし
て、地域住民の栄養改善の普及に寄与 奥 山 　 美 子（77 歳）多年にわたり、食生活改善推進委員とし

て、地域住民の栄養改善の普及に寄与

東北三吉工業株式会社
代表取締役　田沢　英治 人材育成基金として多額の寄付

3 広報ごのへまち・2019-01

■感謝状
氏名（年齢） 功績 氏名（年齢） 功績

鈴 木 　 忠 志（73 歳）浅水活性化センターに音響設備一式を
寄贈

株式会社　田守建装
代表取締役　田守　洋児

ひばり野公園手摺塗装塗替え工事
一式を寄贈

五戸町チャリティゴルフ大会実行委員会
実行委員長　木村　修 人材育成基金として多額の寄付 青銀 MASTERS

会長　小坂　章 人材育成基金として多額の寄付

五戸町ダンス愛好会
会長　小笠原　一光 人材育成基金として多額の寄付 五戸ロータリークラブ 図書資料等購入資金寄付金として多額

の寄付
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　平成 31 年の新春を迎え、謹んでお慶びを申し上げます。
　五戸高校は昨年、創立 90 周年を迎えました。平成 30 年 11 月 17 日には多くのご来賓を
お招きし、記念式典を挙行することができました。式典では、五戸町長三浦正名様、青森
県教育委員町田直子様より、心温まるご祝辞を賜り誠にありがとうございました。また、
式典終了後には本校同窓生の手倉森誠氏による記念講演、同じく同窓生の小玉保節カル
テットによる記念コンサートが行われ、式典に華を添えていただきました。
　創立記念に関しましては、本校同窓生の皆様をはじめ、町民の皆様に大変お世話になり
ました。心から感謝申し上げます。
　さて皆様もご承知のように、本校は昭和 3 年 4 月 1 日に五戸町字天満後の五戸尋常高等小
学校 2 階に併設された、五戸町立五戸実業公民学校が源であります。以来、幾度か校名を
変え、新制普通高校として昭和 23 年 4 月 1 日に青森県五戸高等学校に生まれ変わりました。
昭和 26 年 1 月 1 日に県立移管となり青森県立五戸高等学校と改称し、名実ともに五戸地方
唯一の県立高等学校として今日まで歩んでまいりました。根岸への移転当時、生徒たちによっ
て植樹されたプラタナスは、今は大きく成長し、日々通学する子供たちを見守っております。

　本校は、昭和 24 年に定められた「自主、自律、協同」の三綱領と十訓の精神を礎とした、人間教育等の実践により、
1 万 2 千有余名の卒業生を世に送り出してきました。その有為な人材が県内外を問わず各界各層で活躍されていることは、
皆様ご承知のとおりでございます。
　80 周年を記念してはじまった五戸まつりでの山車運行や、生徒の体験活動、インターンシップ、ボランティア活動等、
町民の皆様には、多大なるご支援、ご協力をいただいております。昭和 55 年度には 1 学年 7 クラスの大規模校であった本
校も、近年の少子化の影響により現在は、1 学年 70 名定員となっております。さらには、2020 年度には募集停止となるこ
とが決定しております。間もなく閉校をむかえることになりますが、最後まで地域に根ざした地域に貢献する高校として
の使命を果たす所存でございます。引き続き、ご支援、ご協力をお願いいたします。

青
森
県
立
五
戸
高
等
学
校　

～
九
十
年
間
の
歩
み
～

嶋　雅樹　校長

　

青
森
県
立
五
戸
高
等
学
校
は
、
地
域
に

根
ざ
し
た
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
高
校
を

目
指
し
90
年
間
の
歴
史
を
歩
ん
で
き
た
。

そ
ん
な
中
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
た
創
立
90

周
年
記
念
式
典
。
多
く
の
在
校
生
と
同
窓

生
が
集
ま
り
、
90
周
年
を
祝
っ
た
。

　

嶋
雅
樹
校
長
は
式
辞
の
中
で
「
不
易

と
流
行
」
と
い
う
松
尾
芭
蕉
の
言
葉
を

使
い
、在
校
生
を
激
励
し
た
。「【
不
易
】

と
は
、ず
っ
と
変
わ
ら
な
い
も
の
。【
流

行
】
と
は
、
そ
の
時
々
に
合
わ
せ
て
変

わ
っ
て
い
く
も
の
。
こ
の
言
葉
は
学
問

や
人
間
社
会
に
も
当
て
は
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
不
易
は
流
行
の
中
に
あ
り
、

流
行
が
不
易
を
生
み
出
す
。
そ
ん
な
サ

イ
ク
ル
の
中
で
多
く
の
先
輩
方
が
築
き

上
げ
て
き
た
五
戸
高
校
の
伝
統
と
い
う

不
易
を
引
き
継
ぎ
、
流
行
の
中
か
ら
新

た
な
不
易
を
生
み
出
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。」
と
力
強
く
語
っ
た
。

　

嶋
校
長
の
言
葉
を
受
け
止
め
た
在
校
生

た
ち
は
、
五
戸
高
校
で
学
ん
だ
不
易
を
こ

れ
か
ら
の
人
生
に
生
か
し
、
新
た
な
流
行

の
中
で
日
々
努
力
し
、
地
域
に
必
要
と
さ

れ
る
人
材
に
成
長
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

　

青
森
県
立
五
戸
高
等
学
校
は
、
地
域
に

根
ざ
し
た
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
高
校
を

目
指
し
90
年
間
の
歴
史
を
歩
ん
で
き
た
。

そ
ん
な
中
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
た
創
立
90

周
年
記
念
式
典
。
多
く
の
在
校
生
と
同
窓

生
が
集
ま
り
、
90
周
年
を
祝
っ
た
。

　

嶋
雅
樹
校
長
は
式
辞
の
中
で
「
不
易

と
流
行
」
と
い
う
松
尾
芭
蕉
の
言
葉
を

使
い
、在
校
生
を
激
励
し
た
。「【
不
易
】

と
は
、ず
っ
と
変
わ
ら
な
い
も
の
。【
流

行
】
と
は
、
そ
の
時
々
に
合
わ
せ
て
変

わ
っ
て
い
く
も
の
。
こ
の
言
葉
は
学
問

や
人
間
社
会
に
も
当
て
は
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
不
易
は
流
行
の
中
に
あ
り
、

流
行
が
不
易
を
生
み
出
す
。
そ
ん
な
サ

イ
ク
ル
の
中
で
多
く
の
先
輩
方
が
築
き

上
げ
て
き
た
五
戸
高
校
の
伝
統
と
い
う

不
易
を
引
き
継
ぎ
、
流
行
の
中
か
ら
新

た
な
不
易
を
生
み
出
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。」
と
力
強
く
語
っ
た
。

　

嶋
校
長
の
言
葉
を
受
け
止
め
た
在
校
生

た
ち
は
、
五
戸
高
校
で
学
ん
だ
不
易
を
こ

れ
か
ら
の
人
生
に
生
か
し
、
新
た
な
流
行

の
中
で
日
々
努
力
し
、
地
域
に
必
要
と
さ

れ
る
人
材
に
成
長
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

青
森
県
立
五
戸
高
等
学
校　

～
九
十
年
間
の
歩
み
～

　

  

五
戸
高
校
の
歴
史

１
９
２
８
年
（
昭
和
３
年
）

　

五
戸
町
立
五
戸
実
業
公
民
学
校
と
し
て
設
立

１
９
３
５
年
（
昭
和
10
年
）

　

公
立
青
年
学
校
五
戸
実
業
公
民
学
校
に
改
称

１
９
３
７
年
（
昭
和
12
年
）

　

公
立
青
年
学
校
五
戸
女
子
実
業
公
民
学
校
に
改
称

１
９
４
２
年
（
昭
和
17
年
）

　

青
森
県
五
戸
実
科
高
等
女
学
校
設
立

　
（
五
戸
国
民
学
校
に
併
設
）

１
９
４
３
年
（
昭
和
18
年
）

　

青
森
県
五
戸
高
等
女
学
校
に
改
称

１
９
４
８
年
（
昭
和
23
年
）

　

青
森
県
五
戸
高
等
学
校
設
置（
新
学
制
に
よ
り
）

１
９
５
０
年
（
昭
和
25
年
）

　

本
校
舎
落
成
（
五
戸
町
字
根
岸
６
）

１
９
５
１
年
（
昭
和
26
年
）

　

青
森
県
立
五
戸
高
等
学
校
設
置
（
県
移
管
）
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　今回、90 周年記念式典と
いう素晴らしい行事に関わる
ことができたことを光栄に思
います。式典は厳粛な感じで
とても印象深いものでした
が、私はやはりサッカー部の
先輩でもある手倉森誠さんの
講演が、特に印象に残って
います。世界で戦った手倉森

さんの実体験を基にしたお話では、目標を達成するため
の課程の大切さについて学ぶことができました。また、
最後に観たモチベーション動画は最高に感動しました。
改めて世界に挑戦する人のすごさ・素晴らしさを感じる
ことができました。
　講演会の後、演奏を披露してくれたピアニストの小玉
保節さんや手倉森誠さんなど、五戸高校出身の先輩方が、
様々なところで活躍していることを誇りに思います。ま
た、今回の式典をきっかけに、五戸町から日本国内や世
界で活躍する人が増えていって欲しいと思いましたし、
そのためにも私たちが何らかの形で五戸町をサポートし、
活気のある町づくりに役立ちたいと強く思いました。も
う、100 周年を迎えることができないのは残念ですが、残
りの学校生活を大事にしていきたいです。

　90 周年記念式典が終
わった今でも、式典の
あの景色を鮮明に覚え
ています。多くの方に
参加いただき、記念す
べき時間を共有できた
ことを本当に嬉しく思
います。

　しかしながら、90 周年を祝うとともに、もう少しで五
戸高校が閉校となるのは、受け止めなければいけない事
実です。私自身も 3 月で五戸高校を卒業しますが、社会
人となった時に、母校が閉校になっていると思うと胸が
いたくなります。
　五戸高校の 90 年間の歴史、受け継がれてきた伝統は、
本当に素晴らしいものです。この歴史と伝統の継承に携
われたことをとても誇りに思っています。
　90 周年記念式典も終わり、卒業の時期が近づいてまい
りました。私は、高校生活の 3 年間を我が五戸高校で送
ることができたことを本当に嬉しく思います。
　これからも五戸高校を、何卒よろしくお願いいたします。

同窓会長　三浦武志 　 「90 周年を迎えて」
　90 周年を迎え思い返すと、私が在学当時は各学年 7 ク
ラスで、900 名ほどの在校生がおりました。生徒会をし
ていて、3 年の文化祭の時後夜祭を企画し、キャンプファ
イヤーで盛り上がり、最後にみんなの友情を誓い合いま
した。現在は 160 名ほどですので、寂しい限りです。
　あの当時は、八戸や十和田の公立高校へ行くのは、金
持ちが行く学校だと言われていましたが、年間 40 万円
ほどの交通費が現在でもかかるようで、これから先、親
御さん達は大変だなと思います。町で補助など支援策を
考えて欲しいものです。
　さて、今年春の入学生が最後で、3 年後閉校となる今、
同窓会はどうするのか？ということが言われています
が、卒業生がいる限り続きます。同窓会活動は、地元よ
りもほかの地域が盛んで、東京支部は総会に 100 名の卒
業生が集まり旧交を温めています。仙台・八戸も支部の
活動が盛んです。やはり、地元から離れ、青春の 1 ペー
ジを過ごした高校生活には、特に忘れられない思い出が
あるからだと思います。本部の五戸町は地元ということ
もあるのか、今一つ盛り上がりに欠けています。昨年私
も還暦を迎え、同級生も時間に余裕が出てくる世代に
なったのでは？と思っておりますが、まだまだでしょう
か？年 1 回の総会で、酒を酌み交わそうではありません
か。同窓生の皆さん、同窓会でお待ちしています。

生徒会長　松橋　天太

サッカー部主将
中川原　昴大

PTA 会長　久田伸博 「これからの五戸高校 PTA 活動」
　五戸高校は、去る 11 月に 90 周年を迎え、無事に記念
式典を終える事が出来ましたが、90 年という長い歴史を
刻んで来た五戸高校は、この春から残り 3 年という時を
残すばかりとなりました。
　PTA としましては、生徒数の減少に伴い会員数が減少
してしまうため、活動も縮小せざるを得ない状況にあり
ます。しかし長い歴史を持つ五戸高校の最後の卒業式を
迎えるまで、PTA としては生徒の健やかな育成を目的と
し、最後の最後まで活動して行きたいと思っています。
閉校へ向け学生の皆さんが五戸高校生として誇りを持っ
て勉強に向き合い、各活動を楽しみ、記憶に残る学生生
活を送れる様に、PTA としてこれまでに無い活動をして
行ければと思っています。
　今後の具体的な活動に関してはこれからではありますが、
今後は各会や地域の皆様にも最後の卒業式を迎えるまでご
協力を頂く事もあると思います。そして、五戸高校を地域
の皆様や今迄の歴史を作ってこられた卒業生の皆さんが誇
れるように、視野の広い活動を心がけ、最後まで未来の人
材育成の為に活動して行きたいと思います。地域の皆様に
最後まで五戸高校を支えて頂ければ幸いです。

五戸まつりでの山車運行
（創立 80 年を記念して開始）

福祉施設でのお琴の演奏
（音楽部）五戸川の清掃活動
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●
皆
さ
ん
の
作
品
を
「
文
芸
ご
の
へ
」
に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

川
柳
・
俳
句
・
短
歌
の
区
別
を
明
記
し
、
企
画
財
政
課
広
報
係
へ
。

<

川
柳>

小
走
り
の
慌
た
だ
し
さ
や
吐
息
は
く

小
林
静
枝（
市
川
道
十
文
字
）

初
雪
の
背
を
ま
る
め
し
の
身
に
染
み
る

小
林
静
枝（
市
川
道
十
文
字
）

欲
望
の
芽
ど
う
し
て
も
伸
び
た
が
る

藤
田
雪
魚（
川
原
町
）

悩
み
事
の
一
つ
消
え
て
は
ま
た
悩
み

大
釜
丸
子（
竹

原
）

ネ
ク
タ
イ
に
首
締
め
ら
れ
て
家
を
出
る

向
山　

健（
中

市
）

煎
餅
の
耳
カ
リ
カ
リ
と
本
の
虫

三
浦
マ
サ
子（
豊
間
内
）

<

俳
句>

遠
き
日
に
落
穂
拾
ひ
し
刈
田
か
な

根
岸
セ
ツ（
下
大
町
）

<

短
歌>

う
ち
つ
け
に
ま
し
ろ
な
る
雪
日
の
暮
れ
に

　

ま
ち
を
包
み
て
静
か
に
つ
も
る

新
井
田
久
美
子（
博
労
町
）

冬
庭
に
こ
の
花
強
し
ま
だ
咲
い
て

　

も
う
師
走
で
す
ガ
ザ
ニ
ア
の
花

藤
村
ナ
ヲ（
鍜
冶
屋
窪
）

見
え
ね
ど
も
心
に
は
居
る
亡
き
夫
と

　

バ
ー
ス
デ
イ
祝
い
二
人
で
乾
杯

畑
山
房
子（
中

市
）

ほ
の
ぼ
の
と
茜
雲
ひ
く
初
御
空

　

元
号
変
わ
る
年
が
明
け
た
り

遠
藤
加
奈
子（
博
労
町
）

診療科 氏　　名 職名・派遣元 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日
内 科 蝦 名 宣 男 名 誉 院 長 ○ ○ ○ ○

新 井 田 修 久 院 長 代 理 消化器検査 ○ ○ ○ ○
岡 本 一 雄 副 院 長 ○ 2/5・19 倉石診療所 ○ ○ ○
佐 藤 和 則 副 院 長 ○ ○ ○ 消化器検査 ○
応 援 医 師 八 戸 市 民 病 院

救 命 救 急 セ ン タ ー 2/26
木 村 昌 代 弘 前 大 学 消化器検査
坂 本 拓 矢 八 戸 市 民 病 院 ○

【 禁 煙 外 来 】安 藤 敏 典 院 長 午後　予約制
【糖尿病外来】坂 本 拓 矢 八 戸 市 民 病 院 予約制
【糖尿病外来】松 橋 昭 夫 公 立 置 賜 長 井 病 院 2/8・22 予約制
【循環器内科】三 浦 昌 人 東 北 大 学 教 授 2/1・8・15・22 予約制
【精   神   科】佐 々 木 全 英 八 戸 市 民 病 院 2/5 午後予約制
外 科 蝦 名 宣 男 名 誉 院 長 午後　乳腺・甲状腺外来 ○

安 藤 敏 典 院 長 ○ ○
小 林 実 医 長 ○ ○

【 泌 尿 器 科 】応 援 医 師 弘 前 大 学 ○
【無呼吸（いびき）外来】安 藤 敏 典 院 長 ○（新患は予約） ○
産 婦 人 科 井 戸 川 敏 彦 特 別 参 事 ○ ○ ○ ○ ○

応 援 医 師 東 北 大 学 2/1・15
小 児 科 笹 野 拓 也 科 長 ○ ○ ○ ○ ○

小 林 明 恵 弘 前 大 学 2/8
整 形 外 科 三 上 靖 隆 科 長 ○ ○ ○ ○ ○
脳 神 経 外 科 深 瀬 栄 一 副 院 長 ○ ○ ○ ○ ○
眼 科 伊 藤 梓 東 北 大 学 ○

鈴 木 哲 章 東 北 大 学 ○
耳鼻いんこう科 袴 田 真 理 子 八 戸 市 ○ ○

三 國 谷 由 貴　弘 前 大 学 ○
鈴 木 哲 史 弘 前 大 学 ○

皮 膚 科 小 野 彩 東 北 大 学 ○ ○
○診療日・担当医等の予定は、都合により変更する場合がありますので、「五戸ちゃんねる」「五戸総合病院ホームページ」でご確認ください。

【受付時間】再来　７：３０～１１：００　新患　８：１５～１１：００
　●糖尿病外来（第 2・4 金曜日）・・・・・・・受付時間　７：３０～１４：００
　●眼科外来（毎週火・木曜日）・・・・・・・・受付時間１０：００まで
　●小児科予約診療（月曜日～金曜日）・・・・・診療時間１５：００～１６：３０
　（ただし、健診等のため午後の診療をできない日がありますので、電話でご確認ください。)
○他医療機関で受診している方は、紹介状をご持参ください。
◎ 22 時以降の救急外来で点滴を要する患者さんは、入院とさせていただく場合があります。

救急病院 インフルエンザが流行しているため、入院患者様への面会を禁
止させていただいております。遠方からのご来院であっても 
面会をお断りする場合があります。入院患者様を感染から守る
ためですので、ご理解とご協力をお願い申し上げます。敷 地 内

全 面 禁 煙

五戸総合病院医師一覧表（外来診療） 平成 31 年 2 月 1 日現在

救急指定病院
問 五戸総合病院　
☎ ６１－１２００

問
綾
の
会　

代
表　

戸
賀
澤　

幸
子

☎
０
８
０

－

１
６
９
０

－

２
２
９
９
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情報ステーション

　

町
で
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
対

象
と
し
て
、
平
成
31
年
度
五
戸
町

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

①
五
戸
町
に
住
所
を
有
す
る
者
の
子

で
あ
っ
て
、高
等
学
校
、専
門
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
短
期
大
学
、
大

学
に
進
学
又
は
在
学
し
て
い
る
人

②
学
業
成
績
が
優
良
で
、
身
体
健

康
な
人

③
学
資
の
負
担
が
困
難
で
あ
る

※
保
護
者
の
所
得
に
よ
り
、
貸
与

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
貸
与
額

①
月
額
４
万
円
以
内

大
学
、
短
期
大
学
、
専
門
学
校

高
等
専
門
学
校（
４
～
５
学
年
）

②
月
額
２
万
円
以
内

高
等
専
門
学
校
（
１
～
３
学

年
）、
高
等
学
校　

■
貸
与
期
間

　

正
規
の
修
学
期
間
内
（
休
学
、

留
学
期
間
は
除
く
）

■
貸
与
利
息　

無
利
子

■
償
還
期
間

　

貸
与
が
終
了
し
た
月
の
１
年
後

の
翌
月
か
ら
、
貸
与
期
間
の
２
倍

の
月
数
以
内

■
申
込
期
間

　

平
成
30
年
10
月
１
日
（
月
）

～
平
成
31
年
２
月
15
日
（
金
）

■
申
込
方
法

　

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
五
戸
町
教
育
委
員

会
教
育
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
申
込
書
は
教
育
課
、
川
内
・

浅
田
・
倉
石
各
支
所
に
あ
り
ま
す
）

問
五
戸
町
教
育
委
員
会　

教
育
課

☎
62

－

２
１
１
１　

内
線
５
１
４

町
奨
学
生
募
集
に
つ
い
て

■
職
種
及
び
採
用
予
定
人
数

▽
一
般
事
務
臨
時
職
員　

若
干
名

▽
選
挙
事
務
臨
時
職
員　
６
名
程
度

■
受
験
資
格

▽
一
般
事
務
臨
時
職
員

18
歳
以
上
（
学
生
は
除
く
通
勤

可
能
な
方
）
で
、
普
通
自
動
車

運
転
免
許
取
得
の
方
及
び
パ
ソ

コ
ン
の
操
作
が
で
き
る
方

▽
選
挙
事
務
臨
時
職
員

18
歳
以
上
（
学
生
は
除
く
通
勤

可
能
な
方
）
で
パ
ソ
コ
ン
の
操

作
が
で
き
る
方

■
勤
務
時
間

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　

午
前
８
時
15
分
～
午
後
５
時

■
主
な
業
務
内
容

▽
一
般
事
務

　

窓
口
業
務
等

▽
選
挙
事
務

期
日
前
投
票
の
受
付
及
び
名

簿
対
照
事
務
、
不
在
者
投
票

等
受
付
事
務
、
選
挙
関
係
書

類
作
成

■
配
属
先

　

役
場
本
庁
舎
及
び
出
先
機
関

■
賃
金　

日
額
６
２
０
０
円

（
４
月
１
日
か
ら
は
６
４
０
０
円
）

■
雇
用
期
間

▽
一
般
事
務
臨
時
職
員

　

平
成
31
年
４
月
１
日
（
月
）

　
　
　
　

～
９
月
30
日
（
月
）

（
更
新
に
よ
り
最
長
で
１
年
間
勤
務
可
能
）

▽
選
挙
事
務
臨
時
職
員

各
選
挙
投
票
日
前
後
約
１
か
月

程
度

※
選
挙
日
程
に
よ
り
異
な
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
４
月
、
６
月
、
７
月
及
び
平
成

32
年
２
月
に
選
挙
の
執
行
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
募
集
受
付
期
間

　

平
成
31
年
２
月
１
日
（
金
）

　
　
　
　

～
２
月
20
日
（
水
）

■
受
験
手
続

　

臨
時
職
員
・
非
常
勤
職
員
登
録

申
請
書
及
び
履
歴
書
（
一
般
事

務
、
選
挙
事
務
）、
自
動
車
運
転

免
許
証
の
写
し
（
一
般
事
務
）
を

添
付
し
て
役
場
総
務
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

用
紙
は
、
役
場
総
務
課
、
川

内
・
浅
田
・
倉
石
各
支
所
に
あ
り

ま
す
。（
五
戸
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

雇
用
・
募
集

町
臨
時
職
員
の
募
集
に
つ
い
て

　

５
月
に
は
種
の
蒔
き
方
、
育
て

方
を
ご
の
へ
郷
土
館
の
裏
の
畑
に

て
ご
指
導
い
た
し
ま
す
。
８
月
に

は
館
内
に
て
藍
染
め
が
で
き
ま
す
。

　

種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
の
へ

郷
土
館
内
「
綾
の
会
」
の
下
記
問
い

合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

藍
の
種
を
お
譲
り
し
ま
す

す
。）

■
採
用
に
つ
い
て

　

面
接
（
３
月
上
旬
予
定
）
後
に

採
用
の
決
定
を
し
ま
す
。

問
役
場
総
務
課

　
（
一
般
事
務
臨
時
職
員
に
つ
い
て
）

☎
62

－

２
１
１
１　

内
線
２
１
１

問
役
場
選
挙
管
理
委
員
会

　
（
選
挙
事
務
臨
時
職
員
に
つ
い
て
）

☎
62

－
２
１
１
１　

内
線
２
１
５

農地の買い手募集
①五戸町字大字倉石又重字鎗水下タ 134 番 田 331㎡
②五戸町字大字倉石又重字鎗水下タ 135 番 田 96㎡
③五戸町字大字倉石又重字鎗水下タ 138 番 1 田 3,290㎡
④五戸町大字倉石石沢字柴山 23 番 51   外 7 筆
   五戸町大字倉石石沢字柴山　地内　　  17 筆

畑
用悪水路等

合計

82,107㎡
27,787㎡

109,894㎡
※買い手には、農業経営面積等の条件（あっせん基準）があります。
■申込期限　平成 31 年 2 月 15 日（金）
問五戸町農業委員会　☎ 62 － 2111　内線 273

問
綾
の
会　

代
表　

戸
賀
澤　

幸
子

☎
０
８
０

－

１
６
９
０

－

２
２
９
９
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農
業
者
年
金
は
、
自
分
の
年
金

を
自
分
で
積
み
立
て
て
受
け
取
る

　

家
畜
の
伝
染
性
疾
病
の
発
生
予

防
や
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
、

「
家
畜
伝
染
病
予
防
法
」
に
よ
り
、

牛
、
豚
、
馬
、
め
ん
羊
、
山
羊
、

鶏
（
シ
ャ
モ
、
チ
ャ
ボ
、
ウ
コ
ッ

ケ
イ
等
を
含
む
）、
ア
ヒ
ル
、
キ

ジ
等
を
飼
養
し
て
い
る
方
は
、
年

１
回
、
飼
養
状
況
を
報
告
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
31
年
２
月
１
日
現
在
の
状

況
に
つ
い
て
報
告
書
を
作
成
し
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

報
告
す
る
に
あ
た
り
不
明
な
点

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
報
告
様
式

　

八
戸
家
畜
保
健
衛
生
所
又
は
役

場
農
林
課
に
て
配
布
、
若
し
く
は

家
畜
保
健
衛
生
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
。

■
報
告
書
の
提
出
先
・
提
出
方
法

　

役
場
農
林
課
へ
、
郵
送
又
は
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
報
告
期
限

　

平
成
31
年
２
月
28
日
（
木
）

問
八
戸
家
畜
保
健
衛
生
所

☎
０
１
７
８

－

27

－

７
４
１
５

問
役
場
農
林
課

☎
62

－

７
９
６
０
（
直
通
）

　

不
動
産
取
得
税
は
、
家
屋
を
新

築
、
増
改
築
し
た
と
き
や
、
土
地
や

家
屋
を
売
買
、
贈
与
、
交
換
な
ど
で

取
得
し
た
と
き
に
、
取
得
者
に
一
度

農
業

税
金

「

農

業

者

年

金

」

加
入
申
込
み
に
つ
い
て

家
畜
を
飼
っ
て
い
る
方

の
飼
養
報
告
に
つ
い
て

不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て

　

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
体
力
作
り

と
親
睦
融
和
を
図
る
マ
マ
さ
ん
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
平
成
31
年
２

月
17
日
（
日
）
に
倉
石
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
し
ま
す
。

　

ル
ー
ル
は
６
人
制
で
ボ
ー
ル
は
４

号
球（
中
学
校
で
使
用
）を
使
い
ま
す
。

　

五
戸
町
在
住
又
は
勤
務
し
て
い

る
女
性
で
あ
れ
ば
既
婚
、
未
婚
、

年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。（
た
だ
し
、

学
生
は
不
可
）
チ
ー
ム
又
は
個
人

で
の
参
加
も
可
能
で
す
。

■
参
加
料

　
１
チ
ー
ム　

２
０
０
０
円（
保
険
料
含
）

　

大
会
日
前
の
事
前
練
習
日
も
あ

り
ま
す
の
で
、
経
験
あ
る
方
も
な

い
方
も
一
緒
に
楽
し
め
ま
す
。

問
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

　

井
上　

悦
子

☎
０
１
７
８

－

62

－
２
２
２
０

第
49
回
五
戸
町
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
　
参
加
チ
ー
ム
募
集

　

毎
年
４
月
半
ば
に
開
催
し
て
い

る
教
育
大
会
に
て
文
化
賞
・
ス
ポ
ー

ツ
賞
の
授
賞
式
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
に
伴
い
、
授
賞
の
対
象
と

な
り
う
る
方
、
団
体
に
つ
い
て
情
報

を
収
集
し
て
お
り
ま
す
。
情
報
等
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
五
戸
町
教
育
委
員

会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

　

平
成
31
年
２
月
１
日
（
金
）

　
　
　
　

～
２
月
28
日
（
木
）

　

午
前
８
時
15
分
～
午
後
５
時

■
対
象

　

五
戸
町
民
及
び
町
内
に
所
在
す

る
団
体

※
こ
こ
で
い
う
五
戸
町
民
に
は
、

修
学
の
た
め
に
町
外
に
居
住
し

て
い
る
方
又
は
町
内
に
修
学
・

就
労
し
そ
の
名
に
よ
っ
て
出
場

し
た
方
を
含
み
ま
す
。

※
功
労
賞
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
表
彰
基
準

▽
功
労
賞

60
歳
以
上
で
10
年
以
上
に
わ
た

り
五
戸
町
の
体
育
又
は
芸
術
文

化
に
お
け
る
普
及
・
振
興
に
貢

献
し
、そ
の
貢
献
が
顕
著
な
方
。

▽
文
化
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
賞

高
校
生
以
上
で
、
県
大
会
以
上

の
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
お
さ

め
た
方
。

▽
奨
励
賞

小
・
中
学
生
で
、
県
大
会
以
上

の
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
お
さ

め
た
方
。

問
五
戸
町
教
育
委
員
会　

教
育
課

☎
62

－

２
１
１
１　

内
線
５
１
８

平
成
31
年
度
五
戸
町
文
化
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
賞

に
関
す
る
情
報
提
供
に
つ
い
て

雇
用
・
募
集

方
式
で
す
。
次
の
全
て
の
要
件
を

満
た
す
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
加

入
で
き
ま
す
。

■
加
入
要
件

▽
国
民
年
金
第
一
号
被
保
険
者

　
（
保
険
料
免
除
者
は
除
く
）

▽
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

▽
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

■
農
業
者
年
金
の
特
徴

▽
自
分
名
義
の
農
地
を
持
っ
て
い

な
い
農
業
者
や
家
族
従
事
者
も

加
入
で
き
ま
す
。

▽
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証

付
き
で
す
。

▽
支
払
っ
た
保
険
料
の
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

節
税
に
つ
な
が
り
ま
す
。

▽
農
業
の
担
い
手
と
な
る
方
に

は
、
保
険
料
の
補
助
を
受
け
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
五
戸
町
農
業
委
員
会

☎
62

－

２
１
１
１　

内
線
２
７
３

だ
け
課
税
さ
れ
る
県
の
税
金
で
す
。

税
額
は
、
原
則
と
し
て
、
市
町
村
の

固
定
資
産
課
税
台
帳
価
格
に
税
率
を

乗
じ
た
額
で
す
。
税
率
は
、
住
宅
及

び
土
地
の
場
合
は
３
％
、
住
宅
以
外

の
家
屋
の
場
合
は
４
％
で
す
。

　

な
お
、
住
宅
や
住
宅
用
地
を
取
得

し
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
や

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
不

動
産
に
代
わ
る
不
動
産
を
取
得
し
た

場
合
等
に
は
、
申
請
に
よ
り
税
額
が

軽
減
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
三
八
地
域
県
民
局
県
税
部

☎
０
１
７
８

－

27

－

５
１
１
１

　

内
線
２
０
９

お

知
ら
せ
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青
森
県
交
通
事
故
相
談
所

に

ご

相

談

く

だ

さ

い

　

青
森
県
交
通
事
故
相
談
所
で

は
、
専
門
の
相
談
員
が
交
通
事
故

で
お
困
り
の
方
か
ら
の
相
談
を
無

料
で
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
面
接

の
ほ
か
電
話
で
の
相
談
も
受
け
付

け
て
お
り
、
個
人
の
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。
ま
ず
は
お
気
軽
に
お
電

話
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日
時

　

月
～
金
曜
日

　
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
場
所

　

青
森
県
庁
北
棟
７
階

　

青
森
県
交
通
事
故
相
談
所

■
相
談
所
電
話
番
号

☎
０
１
７

－

７
３
４

－

９
２
３
５

青
森
県
特
定
（
産
業
別
）

最
低
賃
金
改
定
の
お
知
ら
せ

　

平
成
30
年
12
月
21
日
か
ら
最
低
賃

金
は
左
記
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

①
鉄
鋼
業　

時
間
額　

８
７
７
円

②
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報

通
信
機
械
器
具
製
造
業

　

時
間
額　

８
０
６
円

介
護
予
防
教
室
の
ご
案
内

■
日
時

　

平
成
31
年
２
月
16
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
場
所

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
さ
く
ら
荘

■
テ
ー
マ

　
「
生
き
生
き
元
気
！
安
心
生
活
‼
」

①
「
こ
れ
っ
て
大
丈
夫
？
」

　

身
近
に
あ
る
詐
欺
予
防
対
策
！

　

五
戸
警
察
署　

倉
石
駐
在
所

　
青
森
県
巡
査
部
長　

椛
澤　

節
三　

氏

②「
食
生
活
改
善
」元
気
で
健
康
増
進
！

　

役
場
健
康
増
進
課

　

管
理
栄
養
士　

伊
藤　

洋
輔　

氏

③「
簡
単
体
操
」筋
力
ア
ッ
プ
で
若
返
り
！

　

五
戸
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社

　
健
康
運
動
指
導
士　

原　

真
由
美　

氏

■
参
加
料　

無
料

■
対
象
者

　

五
戸
町
一
般
町
民
・
新
郷
村
一

般
村
民　

そ
の
他
関
心
の
あ
る
方

※
送
迎
を
ご
希
望
の
方
は
平
成
31

年
２
月
８
日
（
金
）
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
主
催

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
さ
く
ら
荘

　
さ
く
ら
荘
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

■
後
援　

五
戸
町
・
新
郷
村

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
さ
く
ら
荘

☎
０
１
７
８

－

77

－

２
１
６
０

FAX 

０
１
７
８

－

77

－

２
７
６
６

お

知
ら
せ

③
各
種
商
品
小
売
業

　

時
間
額　

７
９
８
円

④
自
動
車
小
売
業

　

時
間
額　

８
３
８
円

　

青
森
県
で
働
く
全
て
の
労
働
者

に
適
用
さ
れ
る「
青
森
県
最
低
賃
金
」

は
平
成
30
年
10
月
４
日
か
ら
時
間
額

７
６
２
円
に
改
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
青
森
労
働
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

（https://jsite.m
hlw

.go.jp/
aom

ori-roudoukyoku/

）

問
青
森
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
１
７

－

７
３
４

－

４
１
１
４

掛
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
役
場
企
画
財
政
課

☎
62

－

２
１
１
１　

内
線
２
３
４

　

平
成
31
年
３
月
末
ま
で
に
工
事

の
完
了
を
予
定
す
る
五
戸
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
各
種
（
新
設
・
移
設
・

脱
退
）
申
し
込
み
は
、
平
成
31
年

３
月
８
日
（
金
）
受
付
分
ま
で
と

い
た
し
ま
す
。
そ
れ
以
降
の
受
付

分
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
31
年

４
月
よ
り
順
次
対
応
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お

平
成
30
年
度
五
戸
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
各
種
申
込
み
に
つ
い
て

　

保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態

で
、
万
一
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た

不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
障
害

基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
保
険
料
の
納
付
が

免
除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険
料
免

除
制
度
」「
納
付
猶
予
制
度
（
50

歳
未
満
）」「
学
生
納
付
特
例
制

度
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
住
民
登

録
を
し
て
い
る
市
（
区
）
役
所
・

町
村
役
場
の
国
民
年
金
窓
口
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書

は
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
申
請
時
点
の
２
年
１
か

月
前
の
月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
に

な
っ
た
も
の
の
、
申
請
を
忘
れ
て

い
た
期
間
が
あ
る
方
は
、市
（
区
）

役
所
・
町
村
役
場
の
国
民
年
金
窓

国

民

年

金

保

険

料

免
除
等
の
申
請
に
つ
い
て

口
又
は
年
金
事
務
所
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
役
場
住
民
課

☎
62

－

２
１
１
１　

内
線
１
１
７

五
戸
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

団
員
募
集
の
お
知
ら
せ

　

五
戸
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で

は
柔
道
を
一
緒
に
や
っ
て
み
た
い

と
い
う
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
年
間
に
約
10
回
ほ
ど
大
会
が

あ
り
、
全
員
上
位
入
賞
に
向
け
一

生
懸
命
練
習
し
て
い
ま
す
。
学
校

の
部
活
と
両
立
も
可
能
で
す
。
見

学
だ
け
で
も
大
歓
迎
で
す
。

■
対
　
象　

５
歳
～
小
学
６
年
生

■
練
習
日　

毎
週
水
・
土
曜
日

■
練
習
場
所

　

五
戸
中
学
校
柔
道
場（
３
月
迄
）

　

五
戸
警
察
署
３
階　

柔
道
場

　
（
４
月
よ
り
）　　

■
時
間　

午
後
６
時
30
分
～
８
時

問
五
戸
町
柔
道
協
会　

立
花　

正
一

☎
０
９
０

－

１
９
３
２

－

４
３
７
３



インファントマッサージとは？

～ママ・パパたちの参加してみての感想～

【問い合わせ】役場健康増進課　☎ 62 － 7958（直通）
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情報ステーション

健康づくり伝言板 ～健康知力アップ で 健康寿命アップ！～

インファントマッサージ「ママの手大好き教室」
　インファントマッサージを通してより育児を楽しんでもらうために、乳児期前半のお子さんを対象に
開催しました。11月から 12月にかけて 5回シリーズで行い、9組の親子が参加しました！

健康な親子だけでなく、病気や障害のある親や子でも実施可能な医学的・科学的に認められた育児法。
〈効果〉　①親子の絆が深まる　②触れるという刺激によって神経が発達　③痛みの緩和　④リラクゼーション

★ママたちの声
・便通がよくなった　・眠りが深くなった　・余裕ができた
・意思が出るようになった
・いろいろな表情が見れてますます愛おしくなった
・肌と肌が触れ合ってイライラが減った
・同じ月齢の子のお母さんと話せた
・子どものことで悩んでいた時期に、いろんな面で発散できる機会になった
・家の中に子どもと 2人きりの生活だったため良いきっかけになった

★パパたちの声
・子どもとの触れ合う時間が多くなった
・子どものためにできることが増えた
・触れ合うことが楽しくなった

お姉ちゃんもお人形

　を使ってマッサージ！
パパの手も

　　気持ちいい～

裸でマッサージ
  をしてもらった赤
  ちゃんはとても気
  持ちよさそうでした

★今後も乳児期前半のお

子さんを対象に開催し

ます。その都度教室の

ご案内をさせていただ

きますので、 どうぞお

楽しみに！

五戸町　家賃補助のお知らせ
若者の移住定住を促進するために、町内の民間賃貸住宅に入居している若者夫婦世帯に対し、家賃の一部を補助しています！
対象世帯（すべて満たすこと）

・夫婦のいずれかが満 18 歳以上 40 歳未満である
・五戸町に住所を有し、町内の民間賃貸住宅に居住している
・補助金を最後に受けた日以後、2 年以上の定住を確約できる
・生活保護など公的制度による家賃補助を受けていない
・町の税や使用料等の滞納がない　・自治会に加入している

補助金月額
・家賃から 2 万円を除いた額（上限 2 万円）
※平成 27 年度から家賃補助を受けた月数が通

算 36 カ月を超えたあとは、上限 1 万円とな
ります。

対象住宅

・町内の民間賃貸住宅（アパート、借家等）
※公的賃貸住宅、事業主から貸与を受けた住宅、親族の所有する
　住宅などを除きます。

補助期間

・平成 31 年度末（2020 年 3 月）まで
※申請は毎年度必要です。

申請期間

■平成 30 年度後期分（10 ～ 3 月分）
　平成 31 年 2 月 18 日（月）～ 3 月 8 日（金）
※前期に 3 月分まで申請済みの世帯は、必要ありません。

申請書等は、町ホームページ（「暮らしのガイド」
→「引越し・住まい」→「五戸町若者定住支援
事業補助金（アパート補助）」から）もしくは
役場総合政策課にあります。

申し込み・問い合わせ先　　役場総合政策課　☎ 62－ 2111　内線225
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◆図書館新着 Books ◆
●開館時間　平日 10:00 ～ 18:00、土・日・祝日 9:00 ～ 17:00
● 2 月の休館日　4 日、12 日、18 日、25 日、28 日
●問い合わせ先　五戸町図書館　☎ 61 － 1040

【今月のおすすめ】
生命科学の未来　がん免疫治療と獲得免疫

（本庶佑／著　藤原書店）
免疫学との出会い、生物が免疫の多様化
を実現する仕組みを解明した画期的研究、
ノーベル賞受賞をもたらした抗体の発見に
至る軌跡、基礎研究への投資の重要性 ･･･。
ノーベル生理学・医学賞受賞の著者が縦横
に語る。

嘉納治五郎
（かわのいちろう漫画　しずかかおる原作　ポプラ社）
明治のはじめに、新しい武道「柔道」を生
みだした武道家であり、東京オリンピック
招致のため力をつくした教育家でもあった
嘉納治五郎の人生をまんがで紹介。解説「た
めになる学習資料室」も掲載。

■一般　■ヤングアダルト
最後の読書 （津野海太郎）
天皇交代　平成皇族８つの秘話 （赤石元紹）
最高の入浴法　3 万人を調査した医者が考案 （早坂信哉）
空飛ぶ院長、医療過疎を救う！青森ﾄﾞｸﾀｰヘリ救命日記 （今明秀）
子惚ればなし。 （眠井アヒル）
運転をあきらめないシニアの本音と新・対策 （岩越和紀）
桂歌丸　大喜利人生 （ぴあ）
雪の階 （奥泉光）
トラペジウム （高山一実）
夜汐 （東山彰良）

■児童
クレヨンしんちゃんのアブナイ！ことから自分を守る（臼井儀人・高田ミレイ）
おしっこ”小”百科 （ﾔｸﾌﾟ･ﾌﾟﾗﾋｰ）
奈良　鹿ものがたり （中村文人）
はじめてのお菓子レッスン BOOK　友チョコも （阪下千恵）
知ってる？郵便のおもしろい歴史 （郵政博物館編）
風と行く者　 （上橋菜穂子）
おじいちゃんの大脱走 （ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄ ・゙ｳｫﾘｱﾑｽﾞ）
たぬきのおもち （せなけいこ）
おにのおにいさん （さいとうしのぶ）
ママー、ポケット！ （ﾃﾞｳﾞｨｯﾄ ･ ｴｽﾞﾗ ･ ｼｭﾀｲﾝ）

【五戸ちゃんねる】
～ 2 月の見どころ（予定）～

●五戸町成人式
　 平 成 31 年 1 月 13 日（ 日 ）
に町立公民館で行われた成人式
の様子をお伝えします。今年も
実行委員会主体の運営で新成人
たちの門出を祝う厳かで温かみ
のある式となりました。

※ 1 月 18 日時点の情報です。
※番組名は全て仮称です。また、

番組内容は予告なく変更する場
合がありますので、テレビ番組
表（五戸ちゃんねる 11ch）にて
ご確認ください。

　〝五戸ちゃんねる〟（11ch）は五
戸ケーブルテレビにご加入の全て
の方々に無料で提供しています。
　五戸ケーブルテレビは加入者全
員から集める利用料でその施設の
維持管理を行っております。
　五戸ケーブルテレビの運営につ
いて、ご理解とご協力をお願いし
ます。
　なお、ケーブルテレビ利用料に
はＮＨＫ受信料・ＢＳ受信料等は
含まれておりません。各自でＮＨ
Ｋに受信料をお支払いください。

《ケーブルテレビ故障受付》
0120 － 506 － 016
24 時間　365 日受付

《五戸ちゃんねるに関するお問い合わせ》
62 － 7952（役場企画財政課直通）
平日　8 時 15 分～ 17 時 00 分

ごのへ★スポーツナビゲーション

【問い合わせ先】
　公益財団法人五戸町スポーツ振興公社
　五戸町スポーツクラブ
　☎ 62 － 2301　FAX 62 － 2365

★2月休館日
　五戸ドーム：6 日、13 日、20 日、27 日
　倉石スポーツセンター：20 日

★第 26 回五戸町長杯争奪ソフトバレーボール大会
　平成 30 年 12 月 16 日（日）、倉石スポーツセンターにおいて標記大会を開催しました。20 チー
ム（136 名）がエントリーし、10 歳から 71 歳までの幅広い年齢層の参加者は、思い思いに
ソフトバレーを楽しんでいました。
　大会は、予選リーグ終了後、順位別にトーナメントを実施し、「やっこい排球クラブ 37」
が唯一予選を通じて全勝のまま優勝しました。
　ソフトバレーボールはバレーボールに比べ、ネットが低く、ボールも柔らかいため怪我の
危険も少なく誰もが安心して気軽に楽しめるスポーツです。友人、職場、そして家族などで
チームを作り来年度も是非ご参加ください。

★冬こそダイエット！？
　本格的な寒さになり、春まで運動したくないという方いませんか？じつは一番痩せやすい
季節は【冬】ということをご存知でしょうか？
　人には体温をはじめ体の機能を一定に保とうとする「恒常性機能」があります。気温低下
に伴い体温が低下しすぎないようこの機能が働き、体温を上昇させようと基礎代謝（何もし
なくても消費されるカロリー量）が上がります。
　つまり、【体温を保とうとして脂肪を燃えやすくするた
め痩せやすい】のです。夏に比べ食欲も落ちず食べ過ぎて
しまうという外的要因もありますが、基礎代謝は、夏より
冬のほうが高いので、冬の運動はオススメです！！
　五戸ドームでは、1 時間 100 円（中高生は 50 円）でトレー
ニング室を利用することができます。器具の使い方が分か
らない方や、トレーニング経験がなく不安な方も職員が明
るくサポートいたしますので、この機会に是非ご利用くだ
さい。

※小学生はご利用できません
※室内用シューズをご持参ください

優勝：やっこい排球クラブ 37優勝：やっこい排球クラブ 37
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■
人
材
育
成
基
金
と
し
て

　

ふ
れ
あ
い
市
ご
の
へ
（
大
沢
ト

モ
子
会
長
）
よ
り
、
10
万
円
を
寄

付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町 の 人 口
（前月対比）（前月出生数）

男 8,344 人 （－ 10 ） 6人

女 8,962 人 （－ 17 ） 3人

総人口 17,306 人 （－ 27 ）

世帯数 7,038 世帯（－ 10 ）

平成 31年 1月 1日現在

■
人
材
育
成
基
金
と
し
て

　

㈱
五
戸
会
館
（
岡
村
悦
雄
代
表

取
締
役
）
よ
り
、
６
万
４
０
０
円

を
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「消費生活相談」を八戸圏域の８市町村が
　　　　　　　　　　　　　連携して�行います。
　悪質商法、振り込め詐欺、多重債務など消費生活に関する苦情・
相談等について、八戸圏域８市町村（八戸市・三戸町・五戸町・
田子町・南部町・階上町・新郷村・おいらせ町）では、協定に基
づいて平成 26 年度から相談窓口を八戸市に集約し、広域的な対応
を行っています。
　町単独で専門相談員を配置することは費用対効果の観点から
困難であるため、広域連携により八戸市消費生活センターに専
門相談員を 1 名増員し、相談体制・機能強化を図るとともに、 
広域的な情報収集による消費者被害の未然防止や早期解決を図ります。
　当町ではこれからも、住民の皆様が安全に安心して暮らせる地
域社会づくりを目指し、地域や関係者の皆様との連携を深めなが
ら消費者被害の未然防止に向けた啓発活動を進めていくとともに、
自立した賢い消費者の育成に消費者行政の分野からも継続的に取
り組んでまいりたいと考えています。

平成 31 年 1 月　五戸町長　三 浦 正 名

問役場住民課　☎ 62 － 2111（内線 111）

悪質商法、振り込め詐欺など消費者トラブルの相談は！

八戸市消費生活センター　☎ 0178 － 43－ 9216
所在地　　〒０３１－８６８６
　　　　　八戸市内丸一丁目１－１　八戸市庁　別館５階
相談受付　月～金曜日　午前８時 15 分～午後５時
　　　　　（祝日・年末年始除く）

■
門
松
一
式
の
寄
贈

　

佐
々
木
和
弘
さ
ん
よ
り
、
庁
舎

正
面
玄
関
用
に
門
松
一
式
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

二
十
歳
の
門
出
晴
れ
や
か
に

　

五
戸
町
成
人
式

　

平
成
31
年
五
戸
町
成
人
式
が
１
月
13
日
（
日
）、
町
立
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
対
象
者
２
４
４
人
（
男
性
１
３
０
人
、
女
性
１
１
４

人
）
の
う
ち
１
２
９
人
が
参
加
し
、
無
事
こ
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
た
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。
町
で
は
平
成
12
年
度
か
ら
、
新
成

人
た
ち
が
自
ら
実
行
委
員
と
し
て
、
式
を
企
画
運
営
し
て
い
ま
す
。
今

回
、
第
19
代
目
実
行
委
員
長
を
務
め
た
橋
本
航
弥
さ
ん
は
、「
２
分
の

１
成
人
式
か
ら
10
年
、
そ
の
時
描
い
て
い
た
夢
に
ど
れ
だ
け
近
づ
け
た

の
か
。
私
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
ん
で
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
歩
ん

で
こ
れ
た
の
は
家
族
や
先
生
、
地
域
の
方
々
の
支
え
の
お
か
げ
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
成
人
と
し
て
の
責
任
と
自
覚
を
持
ち
、
こ
れ
か
ら
の
人
生

を
歩
ん
で
い
き
ま
す
。」
と
、
新
成
人
代
表
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

新
成
人
と
し
て
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
彼
ら
は
、
社
会
へ
の

責
任
を
感
じ
つ
つ
喜
び
と
希
望
に
瞳
を
輝
か
せ
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
に

向
け
て
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。



今月の地域おこし協力隊
　こんにちは。地域おこし協力隊の山口です。
　2018 年は倉石コミセン図書コーナーを拠点に活動してきました。ビブリオバトルや五戸菱刺し研
究会の作品展示、倉石児童クラブの子ども達との工作遊びなどを通して、いろんな世代の方と触れ
合うことができました。新聞にも掲載していただき、町外から図書コーナーを訪ねてくださる方も
増えました。

　　こんにちは。地域おこし協力隊の平尾です。
　明けましておめでとうございます。新年の抱負として、今年は主に次の２点に
取り組んでいきたいと思います。
①中央商店街「中央バス停」のリノベーションについて、昨年 9 月に行われた八戸工

業大学の学生による町の魅力発見調査（フィールドワーク）をもとに、町民の方々
とアイデアを出し合い、新しいバス停作りをさらに進めていきたいと思います。

②外国人向けの観光事業について、昨年に引き続き、町内で開催される様々なイベ
ントを外国の方々に知ってもらうため、英語版のチラシやポスターを作成し、イ
ンターネット等で宣伝したいと思います。また、農作業や伝統文化を外国の方々
に体験してもらえるような観光メニュー作りにも取り組んでいこうと思います。

　今年も 1 年頑張っていきたいと思いますので、皆様のご指導とご協力をよろしく
お願いいたします。

平尾隊員！
平尾隊員！

五戸町地域おこし
　協力隊 Facebook へ

　12 月をもって、私の図書コーナーでの活動は終了
しましたが、図書コーナーは引き続きどなたでもご
利用いただけますので、お近くにお越しの際は是非
お立ち寄りください。

山口隊員！
山口隊員！

主 な 出 来 事

新
年
へ
の
祈
願

　

平
成
31
年
１
月
１
日
（
火
）
元
旦
恒

例
の
裸
参
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

除
夜
の
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を
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に
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原
町
自
治

会
館
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い
ま
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片
手
に
ス
タ
ー
ト
し

た
、
川
原
町
青
年
団
員
と
五
戸
中
学
校

サ
ッ
カ
ー
部
員
約
30
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は
、
五
戸
三
宮

（
稲
荷
神
社
、
神
明
宮
、
八
幡
宮
）
を

目
指
し
ま
し
た
。

　

約
６
キ
ロ
の
道
の
り
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け
抜
け
て

き
た
彼
ら
は
最
終
目
的
地
で
あ
る
八
幡

宮
に
駆
け
込
ん
で
き
ま
し
た
。
鳥
居
の

先
に
あ
る
階
段
を
勢
い
よ
く
駆
け
上
が

り
最
後
の
供
え
餅
を
奉
納
し
行
く
年
へ

の
感
謝
と
来
る
年
の
無
病
息
災
を
願
い

ま
し
た
。

小
正
月
を
楽
し
も
う

　

平
成
31
年
１
月
14
日
（
月
）、
ご
の

へ
郷
土
館
主
催
の
小
正
月
行
事
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

小
正
月
と
は
、
松
の
内
に
忙
し
く
働

い
た
女
性
が
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
す
「
女

正
月
」
と
も
呼
ば
れ
、
女
性
を
ね
ぎ
ら

う
日
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
冬
物
語
」
と
い

う
こ
と
で
、
地
域
に
眠
る
冬
の
行
事
を

復
活
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、「
繭
玉
作
り
」「
庭
田
植
え
」「
ホ

ガ
ホ
ガ
神
事
」「
木
呪
い
神
事
」「
白
し

と
ぎ
の
試
食
」
な
ど
、
地
域
に
伝
わ
る

伝
統
行
事
で
作
物
や
雑
穀
、
木
材
の
豊

作
を
祈
り
ま
し
た
。



行事についてのお問い合わせ先　五戸町役場　☎ 62-2111

日 記念日等 行事等

18 月
● とことん元気教室（中市地区）  9：30 ～ 11：30 五戸町保健福祉センター

四種混合〔ジフテリア・百日咳・破傷風・ポリオ〕予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 五戸総合病院

19 火 食育の日

20 水 ● 健康のつどい（浅水地区） 13：00 ～ 15：10 浅水活性化センター

21 木 ● みんなの保健室 13：00 ～ 15：00 役場健康増進課

22 金 世界友情の日
● ハート満福お食事会 18：30 ～ 21：00 アピル五戸

6 か月児健康相談（平成 30年 6月・7月生） 12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター

23 土

24 日 クロスカントリーの日 ● Together ～ともに広げる五戸の未来～ 10：00 ～ 15：00 町立公民館

25 月 麻しん・風しん混合予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 五戸総合病院

26 火 ● 行政相談 13：00 ～ 15：00 町立公民館　児童室

27 水 4 か月児健康診査（平成 30年 10月生） 12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター

28 木

日 行事等

1 金 トコトコ教室（浅田地区）  9：30 ～ 11：30 浅水活性化センター

2 土
3 日
4 月 ＢＣＧ予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 五戸総合病院

5 火
6 水 1 歳 6か月児健康診査

（平成 29年 8月・9月生） 12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター

日 行事等

7 木 とことん元気教室（石沢地区） 9：30 ～ 11：30 石沢地区公民館

みんなの保健室 13：00 ～ 15：00 役場健康増進課

8 金 10 か月児健康相談
（平成 30年 4月・5月生） 12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター

9 土
10 日 おはなし会 10：30 ～ 11：15 図書館

11 月 四種混合〔ジフテリア・百日咳・
破傷風・ポリオ〕予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 五戸総合病院

12 火 暮らしの相談会 10：00 ～ 12：00 倉石コミュニティセンター

行政相談 13：00 ～ 15：00 倉石コミュニティセンター

3 月の主な行事

平
成
31
年
度
町
民
税
・
県
民
税
申
告
相
談
会
（
平
成
31
年
２
月
５
日
～
３
月
15
日
）

ハート満福お食事会開催のお知らせ
■招待日時　平成 31年 2月 22 日（金）　午後 6時 30 分～午後 9時
■招待場所　アピル五戸
■交換日時及び交換内容
　平成 31年 2月 1日（金）より（各加盟店にて受付）
　うまっこカード満点カード４枚又は満点カード 3枚＋ 500 円（先着 100 名）

問ごのへポイントカード協同組合
　（五戸町商工会内）☎ 62 － 3151



このカレンダーは広報誌からはずしてご利用いただけます。
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平成30年度
2月

日 記念日等 行事等

1 金 県民交通安全の日 ● トコトコ教室（浅田地区）  9：30 ～ 11：30 浅水活性化センター

2 土

3 日 節分

4 月
● ホッとセンターあ・そ・ぼ 10：00 ～ 12：00 町立公民館　児童室

ＢＣＧ予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 五戸総合病院

5 火 プロ野球の日 ● 人権相談 13：30 ～ 15：30 町立公民館

6 水 3 歳児健康診査（平成 27年 10月・11月生）12：20 ～ 12：45 旧五戸町地域保健センター

7 木
● とことん元気教室（石沢地区）  9：30 ～ 11：30 石沢地区公民館

● 移動献血
 9：30 ～ 12：00 五戸町役場
13：30 ～ 16：00 五戸総合病院

● みんなの保健室 13：00 ～ 15：00 役場健康増進課

8 金
● トコトコ教室（旧町内地区）  9：30 ～ 11：30

13：30 ～ 15：30 町立公民館

● 健康のつどい（豊間内地区） 13：00 ～ 15：10 豊間内地区コミュニティセンター

9 土

10 日 おはなし会 10：30 ～ 11：15 図書館

11 月 建国記念日

12 火 ● 行政相談 10：00 ～ 12：00 倉石コミュニティセンター

13 水 四種混合〔ジフテリア・百日咳・破傷風・ポリオ〕予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 五戸総合病院

14 木
● まける市 中心商店街　他
● 移動図書館巡回日  9：00 ～ 12：00 地区巡回
● みんなの保健室 13：00 ～ 15：00 役場健康増進課
● 健康のつどい（倉石地区） 13：00 ～ 15：10 倉石コミュニティセンター

15 金 高齢者交通安全の日
● まける市 中心商店街　他
● トコトコ教室（川内地区）  9：30 ～ 11：30 瑞穂館
● とことん元気教室（又重地区）  9：30 ～ 11：30 倉石温泉

16 土

17 日 ● 五戸町スキー・スノーボード教室  7：15 ～ 17：30 奥中山高原スキー場
（岩手県一戸町）

今月の納期

納期限 2月 28 日（木）

国民健康保険税 第 8期

平
成
31
年
度
町
民
税
・
県
民
税
申
告
相
談
会
（
平
成
31
年
２
月
５
日
～
３
月
15
日
）




